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知は知識 技は技能 思・判は思考・判断  態鑑は鑑賞活動における主体的に学習に取り組む態度 鑑は作者の意図や創造的な工夫などを感じ取り、見方や感じ方を深めて

いる。 

月 単元名 指導目標 指導内容 評価規準 評価方法 小学校との関連 

４ 

 

 

 

 

 

 

・オリエンテーション 
・自己PR  
＜１時間＞ 

・美術科学習について意欲

を高める 

・自分らしさを美術という

観点から考え、表現する。 

①心構え 授業の内容説明 

②図工との共通点・相違点の

確認 

③年間授業内容・評価方法な

どの説明 

④自分の好きなものや好き

なイメージなどをイラス

トや言葉で書き出す。 

思・

判 

自分を見つめ、言葉やイラストで

自己表現をしている。 

 

アイデアスケッチ内容 

発言内容 

授業態度 

 

色について知ろう：色
彩論 
＜2時間＞ 

 

色の知識や性質、組み合わ

せの関係などを学ぶ。 

 

＊アクリル絵の具の使い方

を説明。 

①三原色で基本的１２色を

作る。 

②感情を色で表現するため、

配色を工夫し着彩させる。・

色の三要素（三属性）・混色

と重色 

③色の性質 

対比・感じ方・色彩効果・ 

四季・日本的な色 

 

知 

思 

色彩の仕組みをしり、表現するこ

とに関心をもち、主体的に構想を

練ろうとしている。 

ノート記入内容 

発言内容 

気持ちを表す形や色（5・

6年） 

 

目的や条件などを基に、美的感覚

を働かせて、形や色彩の効果を生

かして構成や配色を考え、表現の

構想を練っている。 

アイディアスケッチ 

５ 

 

 

 

 

知 

技 

形や色彩などの表し方を身に付

け、表したいイメージをもちなが

ら意図に応じて材料や用具の生

かし方を考え、創意工夫して表現

している。 

制作途中の作品 

制作の態度や様子 

完成作品 

 

   

ほら見て！私のシンボ

ルマーク ＜４時間＞ 
 
 

  

・①形や色彩が人に与える印

象やシンボルマークの特

関 伝えたい内容を多くの人々に分

かりやすさや美しさなどを考え

て表現することに関心をもち、主

体的に構想を練ろうとしている。 

ノート記入内容 

発言内容 

授業態度 

楽しく美しく伝えよう 

（５・６年） 

美術科＜第１学年＞年間指導計画・評価計画 

美術科 第１学年の目標 
（１）楽しく美術の活動に取り組み美術を愛好する心情を培い、心豊かな生活を想像していく意欲と態度を育てる。 
（２）対象を見つめ感じ取る力や想像力を高め、豊かに発想し構想する能力や形や色彩などによる表現の技能を身に付け、意図に応じて創意工夫し美しく

表現する能力を伸ばす。 
（３）自然の造形や美術作品などについての基礎的な理解や見方を広げ、美術文化に関する関心を高め、よさや美しさなどを味わう鑑賞の能力を高める。 



  

６ 

 

 

 性を伝える。 

②各企業のシンボルマーク

に込められた、作者の心情

と工夫を読み取らせ、自分

の表したいイメージを伝

えるための工夫や表現を

考えさせる。 

③オリエンテーション時に

書き出した、自分のイメー

ジや好きな事柄からイメ

ージを広げて、デザインし

ていく。 

④既習した、色彩論を確認し

ながらデザインや彩色で

きるようにする。 

⑤相互鑑賞を行い、自分の良

さや他生徒の良さに気づ

かせ、見方や考え方を深め

られるようにする。 

 

想 

伝えたい内容を多くの人々に伝

えるために、形や色彩などの効果

を生かして分かりやすさや美し

さなどを考え、表現の構想を練っ

ている。 

基本的字体の特徴をとらえるこ

とができる。 

アイデイアスケッチ 

 

創 

鑑 

材料や用具、表現方法の特性など

から制作の順序などを総合的に

考えながら、見通しをもって表現

している。 

自分の作品の特徴を伝えられ、か

つ友人のよさを引き出すことが

できる。【学び合い（言語活動の

充実）】 

途中制作作品 

完成作品 

ワークシート 

発言内容 
７ 

 
 

 

 

鉛筆デッサン 

「だませるかな」  

＜６時間＞ 
 
 
 

・鉛筆の種類や特性を学

び、物をみる力を育てる。 

① 鉛筆の種類、特性を伝え

る。 

② ワークシートを使い、鉛

筆の特性を活かしなが

ら表現の幅を伝え指導

する。 

③ 鉛筆と練りゴムを使用

し、光や影などの表現を

指導。 

④ 身近な文房具をモチー

フにじっくりと対象を

見つめ、描くことを指導

する。 

⑤ 相互鑑賞を行い、見方、

感じ方を深める。 

知 

思 

 

・鉛筆の特性を理解している。 

・光と影を意識し、立体表現がイ

メージできる。 

 

ノート記入内容 

発言内容 

授業態度 

アイデアスケッチ 

楽しく美しく伝えよう 

（５・６年） 

技 

鑑 

・自分の表現したいことを表すこ

とができる。 

・明暗のグラデーションを鉛筆で

表現できている。 

・自分の作品の特徴を伝えられ、

かつ友人の良さをみつけるこ

とができる。 

途中作品制作 

完成作品 

ワークシート 

発言内容 

 鑑賞 

美術館に行ってみよう

＜１時間＞ 
 
 
 

美術館の役割、機能につい

て知る。 

①さまざまな美術館紹介 

②役割や機能 

③仕事内容の紹介 

夏休み中の展覧会などにつ

いて知る。（夏休みの課題に

ついて） 

態鑑 

鑑 

美術の文化遺産や美術文化に関

心をもち、主体的によさなどを感

じ取ろうとしている。 

身近な地域や日本及び諸外国美

術の文化遺産などを鑑賞し、その

よさや美しさなどを感じ取り、美

術文化の特性やよさに気付いて

ワークシート記入内容 

発言内容 

授業態度 

表し方を工夫して 

（５・６年） 

感じたことを伝えたい 

（５・６年） 

 



  

いる。【学び合い（言語活動の充

実）】 

 絵の中をよく見ると 

探して感じて、語り合って 

＜１時間＞ 
 
 
 

構図や色彩などに着目し、

それらが絵の印象にどの

ような効果を与えている

か考える。 

描かれている人や情景、構

図や色彩、作者の意図につ

いて考え、鑑賞する。 

・本時の狙いや鑑賞の仕方を

説明し、目標や評価を明確に

する。 

・話をせずに静かな雰囲気の

中で鑑賞させる。 

・グループで話し合いをさ

せ、各グループでワークシー

トを記入。 

・グループの話し合いでは、

一人一人が発表するように

指導する。 

・造形的な特徴（構図や色使

いなど）にも着目しながら鑑

賞でいるよう指導する。 

知 

形や色が感情にもたらす効果や

造形的な特徴などを基に、作品全

体のイメージや作風などで捉え

ることを理解している。 

ワークシート記入内容 感じたことを伝えたい 

（５・６年） 

鑑 

態鑑 

・造形的な良さを感じ取り、作者

の心情や表現の工夫などについ

て考え、見方や感じ方を広げてい

る。 

・作者の心情や表現の意図と工夫

について考えるなど、見方や感じ

方を広げる鑑賞の学習に取り組

もうとしている。 

 

ワークシート記入内容 

発言内容 

授業態度 

９ 
風景画 自分の一番好き
な風景 
＜６時間＞ 

 

身近な風景を見つめ、よく

観察し、自然から感じる色

や形や色彩の特徴や美し

さを基にして、水彩絵の具

の特徴を生かして表現す

る。 

①作品例を掲示し、作品のよ

さを話し合わせ、意見を伝

え合わせる。 

②既習した遠近法（透視図

法）を使い、物の見え方の

発見をさせる。 

③水彩画の技法の特徴を伝

え、小作品で練習させる。 

④鑑賞で、自分の作品制作で

工夫  

 したことを伝えるよう指

導す 

 る。 

関 

風景画の例を鑑賞し、自分の感じ

たことを発表し合い、友人の意見

の意見を聞きあう。【言語活動の

充実】 

ノート記入内容 

発言内容 

授業態度 

表し方を工夫して 

（５・６年） 

感じたことを伝えたい 

（５・６年） 

 

想 

身近な風景に形や色、光などの美

しさ、よさ、面白さ場所の記憶を

もとに自分のテーマを生み出し、

それに見合った表現の構想をし

ている。 

アイデイアスケッチ 

遠近法「透視図法」のワークシー

ト 

10 

 

11 
 

 

創 

 

 

テーマに合わせて遠近感や奥ゆ 

きを工夫し、形や色の強調や省略 

をしたり、水彩絵の具の特性を考 

え、表現方法を工夫したりして制 

作手順を考え表現している。 

遠近法「透視図法」のワークシー

ト 

水彩画の小作品 

制作途中の作品 

完成作品 

鑑 

参考作品の遠近感や奥行きを工

夫させたり、形や色の強調を表現

したよさを味わい、友人の作品を

発見することができる。【学び合

い（言語活動の充実）】 

ノート記入内容 

発言内容 

 本物よりホンモノらし

く＜６時間＞ 

身の回りにあるものをじ

っくりと観察し、形や色

彩、質感の特徴をとらえな

がら粘土と絵の具で表現

することで、ものをみる力

① 準備してきた食材を観

察し、気づいたことをワ

ークシートの記述する。 

② 数人でグループになり、

記述したことを発表し

知 

 

 

 

 

野菜の特徴、色や形などを理解

し、気付いたことをワークシート

に記述している。 

 

 

ワークシート記入内容 

発言内容 

制作途中の作品 

完成作品 

 



  

と発想を広げる力を伸ば

す。 

あう。 

③ 対象の食材を鉛筆でス

ケッチする。 

④ 食材の色見本を作る。 

⑤ アルミホイルで立体の

芯を作り、粘土をつけな

がら形作る。 

⑥ 乾いてから着彩し、さら

に乾いたら木工用ボン

ドを水で薄めたもので

光沢を出し、仕上げてい

く。 

⑦ まとめカードを記入し、

相互鑑賞を行う。 

 

 

 

思 

技 

鑑 

 

・対象の特徴が見える構図を考え

たり、向きを変えたりしながら工

夫してスケッチしている。 

・色彩学習を振り返りながら、混

色できている。 

・粘土ベラなどの用具を効果的に

使いながら形や質感を表現でき

ている。 

・互いの良いところを見つけ、ま

た自身が工夫した点などを発表、

記述ができている。 

12 

 

 

 

 

 

 

コラージュ 

モダンテクニックを 

学ぼう 

＜６時間＞ 

 

 

筆を使わない表現を学ぶ

ことによって、抽象表現を

学ぶ。 

⑧ テーマに沿った素材を

用意する。 

⑨ モダンテクニックを使

ってコラージュに必要

な素材を作る。 

⑩ 白ボールに自由に張り

付けていく。 

関 

抽象表現とは何かを理解し、自分

の 

心象風景にあった表現をするこ

とができる。 

ノート記入内容 

発言内容 

授業態度 

 表現に込めた思い 

（６年） 

想 

制作手順を考え、計画性をもって

制作する事ができる。 

アイデアスケッチなどを通して

自分の内面に触れる表現を探す。 

制作途中の作品 

完成作品 

創 

モダンテクニックを理解し、自分

にあった絵の具の質感や表情を

選び再構築できる。 

 

鑑 

友人の作品を鑑賞し、自分の感じ

たことを発表し合いレポートを

書く。【言語活動の充実】 

ノート記入内容 

発言内容 

1 

２ 

仮面制作 

＜１２時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 世界各国にある仮面に

興味を持ち、その役割を

知る。 

② テーマを決めて、アイデ

アスケッチをする。 

③ 工作用紙で骨組みを作

り、張り子という伝統的

な技法で制作する。アク

リル絵の具などを使用

し、制作していく。 

 

④ 完成した作品を相互鑑

賞し、作者の心情や表現

関 

世界各国の仮面について、関心を

持ち、その役割や意味を理解する

ことができる。 

意欲的に制作作業に取り組む 

 

ノート記入内容 

発言内容 

授業態度 

表現に込めた思い 

（６年） 

想 

自分のイメージを広げ、個性を活

かしたデザインをすることがで

きている。 

 

アイデアスケッチ 

制作計画 



  

 

 

 

 

の意図、工夫などを聞い

たり、考えることで、見

方や考え方を深める。 

 

創 

制作手順を考え、計画性をもって

制作する事ができる。 

 

 

途中制作作品 

完成作品 

３  

 

鑑 

友人の作品を鑑賞し、自分の感じ

たことを発表し合いレポートを

書く。【言語活動の充実】 

ノート記入内容 

発言内容 

     

 

  

  
 

  

 

  
 

 

 


